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The purpose of the study was to compare difference between validity and practicality to evaluate of cardiorespiratory fitness about the 
step exercise test and V
・
O2max predicted a self-report questionnaire test. Subjects were 503 male and female (aged 18.5±0.7) of the 
undergraduate. They were divided into four groups by the frequency to be executing exercise.  
The main results obtained were as follows :  
1.There were correlations between the step test and V
・
O2max predicted a self-report questionnaire test (r＝0.256, p<0.001).  
2. Correlation coefficients were obtained between a simple questionnaire test and physical fitness test. However, the correlation was not 
in the relation between the step test and the physical fitness test.  
3. It admitted a correlation between to each of the four groups of different Habitual exercise and the self-report questionnaire test, too.  
These results suggest that it is difficult for us to use the step exercise test continuously. Therefore, it concludes that to use the self-
report questionnaire test without our using the step exercise test is effective. 
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るスポーツテストに準じたバッテリーテストであり、 1 ～ 3 
限までの十分な時間を費やして長期にわたり継続されてきた。
しかしながら、法学部をはじめとする 7 学部の保健体育科






















































1 ， 2 度（A little群：Al群、n=132）、「 1 週間に 1 ， 2 回
（Sometimes群：S群、n=178）」、「 1 週間に 4 ， 5 回（High 
frequency群：Hf群、n=32）」の 4 群に分類した。 
 
２．ステップテスト 







 昇降運動は図1-2のように、 1 台の長辺を手前に 2 名の対
象者が向い合って行った。運動実施時間は 3 分間とし、昇
降頻度は 1 分間に30回の 2 秒に 1 回であった。脈拍測定は
運動前安静時、運動後の回復期の 1 分～ 1 分30秒（a）、 2 分





































近の運動実践頻度( 4 段階尺度)」、「現在の心肺能力( 5 段階尺
度)」、「体脂肪率( 3 段階尺度)」の 5 項目から構成されている
（付表 1 ）。本研究では、これらの各質問に対する回答記号

















































































































相関係数 0.152 0.174 0.224 0.179 0.070
有意確立 * ** ** ** 0.118
相関係数 0.770 0.619 0.671 0.754 0.372









長座位体前屈 握力平均 上体起こし 反復横跳び 垂直跳び
相関係数 0.084 -0.075 0.013 -0.054 -0.032
有意確立 0.060 0.095 0.771 0.224 0.477
相関係数 0.243 0.378 0.219 0.143 0.459
有意確立 *** *** *** ** ***







長座位体前屈 握力平均 上体起こし 反復横跳び 垂直跳び
C群 相関係数 -0.045 -0.146 -0.173 -0.097 -0.234
n=161 有意確立 0.572 0.065 * 0.219 **
Al群 相関係数 0.123 -0.128 0.063 0.036 -0.092
n=132 有意確立 0.158 0.142 0.476 0.678 0.296
S群 相関係数 0.098 -0.176 -0.156 -0.140 -0.020
n=178 有意確立 0.191 * * 0.062 0.796
Hf群 相関係数 -0.122 -0.211 -0.169 -0.258 -0.037





長座位体前屈 握力平均 上体起こし 反復横跳び 垂直跳び
C群 相関係数 0.224 0.249 0.440 0.038 0.406
n=161 有意確立 ** ** *** 0.629 ***
Al群 相関係数 0.160 0.269 0.040 0.317 0.281
n=132 有意確立 0.067 ** 0.649 *** **
S群 相関係数 0.130 0.187 0.367 0.392 0.500
n=178 有意確立 0.083 * *** *** ***
Hf群 相関係数 0.302 0.420 0.580 0.586 0.476
n=32 有意確立 0.093 * ** ** **











































 1 ）「現在の急歩能力( 5 段階尺度)」は、自己診断（評価）
によっても体力水準（急歩能力）がある程度正確に捉え
られることを示した先行研究に基づいている。 
 2 ）「子どものころの長距離走能力( 5 段階尺度)」では、体
力（全身持久性）が遺伝的支配を強く受けることを根拠
にしている。 
 3 ）「最近の運動実践頻度( 4 段階尺度)」では、体力（全身
持久性）がトレーニングや運動実施状況によって大きく
左右されるという根拠に基づいている。 
 4 ）「現在の心肺能力( 5 段階尺度)」は、身体活動時におけ
る心肺機能水準の自己評価である。 







られた（表 4 ）。 
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付表１．全身持久性の簡易評価のための質問紙 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
